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要約 : ディルの花芽分化過程を走査型電子顕微鏡と実体顕微鏡を用いて観察した また 開花と花芽分化過
程に及ぼす遮光の影響について検討した 無遮光を *として寒冷紗により ,/ /* 1/に減光した試験区
で栽培した
花芽発育段階は 2段階に分類でき それらは未分化期 分化初期 花房分化期 側花房分化期 小花形成
期 小花増加期 雄ずい形成期 雌ずい形成期であった またディルの花序では包葉が発達しないことが判
明した
無遮光では播種後 -/日に花芽分化が始まり 0-日に開花した 遮光が強くなるほど花芽分化と開花は遅
れる傾向が見られるが 遮光 /*までの光条件では開花への影響は小さかった
キワド : 花芽分化 花芽発育 開花 ディル 遮光

緒 言
ディル Anethum graveolens L.はヨロッパ南部ロ


















室で ,***年 .月 ,/日にディルAnethum graveolens L.
藤田種子株 をシドパンに播種した 播種後 ,-日 /
月 +2日 に本葉 ,枚展開苗を直径 +/ cmポリ塩化ビニル
ポットに定植した 土には赤土とバク堆肥を + : +で混
合したものを用いた 赤土 +*Lあたり硫安 /g 過リン酸
石灰 -*g 塩化カリウム ,gを全量元肥として施した
走査電子顕微鏡 日立 S-,+**B で観察するため 茎頂
を定植直後から , -日おきにサンプリングした試料の茎
頂を ,グルタルアルデヒドと四酸化オスミウムで二重





た 試験区として遮光率 *区 無遮光 ,/区 クラレ
クレモナ寒冷紗 白-** 白寒冷紗 +枚被覆 /*区
黒0** 黒寒冷紗 +枚被覆 1/区 黒0** 黒寒冷
紗 ,枚被覆 の .区を設けた イレクタパイプを幅 0m
奥行き - m高さ +./ mに組み 全面を寒冷紗で被覆し
た *区はパイプを設けなかった 定植直後の播種後 ,-
日 /月 +2日 から 1*日 1月 .日 まで自然日長下で各
区 /*株を栽培した うち +*株について頂花出蕾日 頂花
第 +花開花日を記録し 開花時の頂花頂部までの主茎長
葉数と頂花花房数を測定した それ以外の株は定植 /日日
後 /月 ,-日 から 1日おきに /株ずつサンプリングし
実体顕微鏡での花芽の観察に用いた
0月 ,*日 +-時晴天時に光量子計 LI-COR社 LI-+***
で試験区中央部にある株の茎頂付近の光量子密度を測定し
た 各区の光量子密度は *区 +,-0* mmolm,s+
,/区 3** mmolm,s+ 遮光率 -. /*区 0/*
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結 果
走査型電子顕微鏡で花芽発育段階を観察した結果 未分
化期 分化初期 花房分化期 側花房分化期 小花形成期
小花増加期 雄ずい形成期 雌ずい形成期の 2段階に分け
ることができた 各の段階は次のようであった 図 +
未分化期  : 茎頂は極めて小さく平坦である葉原基
を分化し 栄養生長状態である
分化初期  : 茎頂がドム状に肥大し ,から -個の
小さな隆起が周縁部に現れる
花房分化期  : 周縁部から求心的に分化が起こる隆
起の数が増え 最外部の花房原基が中心部の原基から分離
する
側花房分化期  : 最外部の花房原基では基部の伸長
が始まる




小花増加期  : 花房上で小花の形成が進む花房基部
の伸長が続き 花芽が上方へと生長し大きくなる
雄ずい形成期  : 分化した小花基部が伸長さらに小
花原基外縁部でがく 花弁 雄ずいの分化が起こる








とした 形態は複集散花序で散全体の直径は +*+/ cm
高さは /+* cm 花房数は -*/* 小花 +花の直径は ,




a : 茎頂分裂組織 cp : 花房原基
fp : 小花原基 f : 小花 p : 花
弁 s : 雄ずい pl : 雌ずい
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候が見られた 表 + その時点の展開本葉数は .枚 分化






あった 表 , 出蕾までの日数は無遮光の *区で最も早
く 遮光が強くなるにつれ遅くなった 開花までの日数も
遮光によって同様に遅延し 最も遮光の強い 1/区の開










を形成したのに対し ディルでは -*/*であった また
ディルではコリアンダよりも小花柄の伸長が著しい点が
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Flower Bud Di#erentiation and Blooming of Dill
(Anethum graveolens L.) under shading condition
By
Arisa NOGUCHI* and Yaichibe TOMITAKA**
(Received May ,1, ,**-/Accepted October -*, ,**-)
Summary : Dill plants were cultivated under full sunlight and under ,/, /* and 1/ of shading
conditions to investigate the e#ect of shading on ﬂower bud di#erentiation, development and
blooming.
Flower bud di#erentiation and development were observed by using scanning electron micro-
scope. Floral stages of dill plants were divided into 2 stages : I) vegetative stage, II) pre-di#erentiation
stage, III) cluster di#erentiation stage, IV) lateral cluster di#erentiation stage, V) early stage of ﬂoret
formation, VI) later stage of ﬂoret formation, VII) stamen development stage and VIII) carpel develop-
ment stage. Inﬂorescence of dill had underdeveloped bracts.
Flower bud di#erentiation occurred at -/ days and bloomed 0- days after sowing under no
shading conditions. Flower bud development and blooming were little a#ected by ,/ and /*
shading.
Key Words : Blooming, Flower bud di#erentiation, Flower bud development, Dill, Shading
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